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　戸田漕艇場（ボートコース）に隣接する戸田橋

親水公園。入り口には、１９３２年につくられて１９７８

年に役目を終えた三代目戸田橋の親柱（戸田市指

定有形文化財）が移築され、公園のシンボルにな

っています。写真のガス燈の向こう側、公園の中

央には小川のように流れる水場があり、暑い日は

水遊びをする子どもたちで賑わいます。

越後天然ガスのプロフィール

▼本社＝新潟市秋葉区▼設立

＝１９３２年（前身の中蒲ガス）

▼社長＝小出薫▼供給区域＝

新潟市秋葉区、江南区、五泉

市▼需要家件数＝３万５１８８件

（２０２０年度見込み。普及率７８．７

％）▼グループ会社＝都市ガ

スの越後天然ガスを中心に、

管工事の越配、ＬＰガス供給

・販売等の越後プロパン、ガ

ス設備の保安管理業務などの

越後ガスサービスなどでグル

ープを形成。

　
越
後
天
然
ガ
ス
と
、
同
社
も
所
属
す
る
新
津
商
工
会
議
所
（
新
潟
市
秋
葉
区
新
津
本
町
）
お
よ
び

新
潟
市
秋
葉
区
は
今
年
度
末
ま
で
に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
を
軸
と
し
た
秋
葉
区
役
所
周
辺
地
域
の
ま

ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
（
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
）
を
共
同
で
策
定
す
る
。
近
く
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ

ョ
ン
検
討
の
た
め
の
「
協
議
会
」
を
開
催
す
る
予
定
で
、
本
格
検
討
に
備
え
て
オ
ン
ラ
イ
ン
勉
強
会

を
開
催
し
て
い
る
。
越
後
天
然
ガ
ス
は
事
務
局
と
し
て
検
討
を
主
導
す
る
。
地
元
行
政
や
産
業
界
と

タ
ッ
グ
を
組
ん
で
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦
す
る
越
後
天
然
ガ
ス
の
取
り
組
み
を
取
材
し
た
。

　
日
本
ガ
ス
協
会
の
ペ
ー

ジ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
広
報
グ
ル
ー
プ
、
大

武
（
☎

・
３
５
０
２
・

０
１
１
２
）
ま
で
。

年２月にビジョンの共同検討を合意した
（右から越後天然ガスの小出社長、新津商
工会議所の前田会頭、秋葉区の夏目区長）

まちづくりビジョン策定に向けオンライン
勉強会を開催

秋葉区
古俣副区長

新津商工会議所
田村専務理事

秋
葉
区
役
所
周
辺
で
面
的
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
推
進
す
る

越後天然ガス
高橋部長

越後天然ガス
植松サブリーダー

　
新
津
商
工
会
議
所
の
田
村
一

夫
専
務
理
事
は
、
「
マ
イ
ク
ロ

グ
リ
ッ
ド
構
想
実
施
地
域
の
区

役
所
周
辺
は
、
商
工
会
議
所
の

主
要
会
員
が
拠
点
と
す
る
商
店

街
か
ら
少
し
離
れ
て
い
る
が
、

実
現
す
れ
ば
『
新
津
は
常
に
新

し
い
こ
と
の
あ
る
街
』
だ
と
注

目
し
て
も
ら
え
、
関
係
人
口
増

や
定
住
人
口
増
に
つ
な
が
る
。

現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
苦
し

い
が
、
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

は
会
員
の
力
が
湧
く
将
来
の
夢

だ
。
ま
た
、
当
事
業
は
企
業
・

自
治
体
が
協
力
し
て
取
り
組
ん

で
お
り
、
実
現
可
能
性
の
高
い

取
り
組
み
だ
」
と
期
待
す
る
。

　
秋
葉
区
の
古
俣
浩
副
区
長

は
、
「
当
区
は
里
地
里
山
の
豊

か
な
自
然
環
境
が
特
徴
。
マ
イ

ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
構
想
そ
れ
自
体

の
省
エ
ネ
効
果
の
み
な
ら
ず
、

市
民
が
自
ら
環
境
保
全
行
動
を

と
る
き
っ
か
け
と
な
る
取
り
組

み
を
区
と
し
て
継
続
し
た
い
。

そ
れ
が
区
の
持
続
可
能
性
や
魅

力
の
向
上
に
つ
な
が
る
」
と
話

す
。
「
コ
ロ
ナ
禍
は
地
方
経
済

に
悪
影
響
も
あ
っ
た
が
、
首
都

圏
の
若
者
が
地
方
に
関
心
を
持

ち
始
め
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ

て
い
る
。
自
然
に
囲
ま
れ
た
自

宅
で
テ
レ
ワ
ー
ク
で
き
る
と
い

う
意
味
で
、
地
方
回
帰
の
流
れ

が
明
ら
か
に
顕
在
化
し
て
き

た
。
検
討
を
深
め
、
ま
ち
づ
く

り
ビ
ジ
ョ
ン
を
全
国
に
発
信
し

た
い
」
と
も
い
う
。

提
案
力
・実
現
力
を
評
価

　
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
を
主

導
す
る
越
後
天
然
ガ
ス
に
つ
い

て
、
新
津
商
工
会
議
所
の
田
村

専
務
理
事
は
「
越
後
天
然
ガ
ス

の
小
出
薫
社
長
は
、
商
工
会
議

所
の
中
で
最
も
若
い
幹
部
だ
。

小
出
社
長
の
提
案
も
あ
り
、
以

前
か
ら
官
民
入
り
交
じ
っ
た
勉

強
会
を
行
い
、
地
域
の
身
の
丈

に
あ
っ
た
新
し
い
取
り
組
み
を

模
索
し
て
い
た
。
地
域
特
性
を

生
か
し
た
地
道
な
取
り
組
み
は

他
地
域
の
モ
デ
ル
に
な
る
と
思

う
」
と
話
し
た
。

　
秋
葉
区
の
古
俣
副
区
長
も

「
越
後
天
然
ガ
ス
は
、
企
画
提

案
力
が
優
れ
て
い
る
。
田
園
型

環
境
都
市
構
想
の
考
え
方
は
、

区
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
調
和

・
発
展
が
可
能
な
内
容
と
受
け

止
め
て
い
る
。
同
社
は

年
か

ら
区
の
公
共
施
設
に
電
力
供
給

し
、事
業
収
益
の
区
へ
の
還
元
、

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、
低
炭
素
化
の

実
績
も
あ
る
。
今
後
も
彼
ら
と

連
携
し
、
そ
の
知
見
や
地
元
で

の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
秋
葉

区
の
ま
ち
づ
く
り
に
ぜ
ひ
生
か

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待

す
る
。

　
越
後
天
然
ガ
ス
は

年
に
総

合
企
画
部
を
設
置
し
、
「
地
方

創
生
へ
の
貢
献
」
に
組
織
的
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
高
橋
吉
彦

総
合
企
画
部
長
は
、
同
社
が
ま

ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
を
主
導
す

る
理
由
に
つ
い
て
、
①
地
域
経

済
・
環
境
・
防
災
へ
の
貢
献
、

②
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
と

し
て
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
（存
在
感
）

の
向
上
、
③
新
潟
版
シ
ュ
タ
ッ

ト
ベ
ル
ケ
（
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
会
社
）

構
築
に
向
け
た
基
盤
づ
く
り
、

④
ガ
ス
事
業
以
外
の
収
益
事
業

の
構
築
―
な
ど
と
整
理
す
る
。

　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
由
化
な

ど
に
よ
る
競
争
激
化
や
人
口
減

少
な
ど
の
中
で
地
方
都
市
ガ
ス

会
社
の
生
き
る
道
は
、
自
社
の

コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
（
中
核
と

な
る
強
み
）
を
活
か
し
て
地
域

経
済
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ

と
、地
域
に
お
け
る
存
在
感
や
、

ブ
ラ
ン
ド
力
を
確
立
す
る
こ
と

だ
。
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
構
想

を
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
し
て
単
独
で
考
え
る
の
で
は

な
く
、
ま
ち
づ
く
り
に
コ
ミ
ッ

ト
し
、
地
域
の
発
展
に
結
び
つ

け
る
こ
と
が
ゴ
ー
ル
」と
話
す
。

　
越
後
天
然
ガ
ス
で
、
本
管
設

計
や
法
人
営
業
、
料
金
業
務
な

ど
を
担
当
し
て

年
に
総
合
企

画
部
総
合
企
画
グ
ル
ー
プ
に
配

属
さ
れ
た
植
松
学
サ
ブ
リ
ー
ダ

ー
は
「
役
所
に
頻
繁
に
顔
を
出

し
、
相
談
や
質
問
が
あ
れ
ば
、

他
部
署
の
力
も
借
り
て
き
ち
ん

と
答
え
る
こ
と
で
、
自
治
体
か

ら
頼
っ
て
も
ら
え
る
存
在
に
な

っ
た
。
解
決
策
の
提
案
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
法
人
営

業
と
共
通
す
る
も
の
も
あ
っ

た
」
と
話
し
て
い
る
。

　
「
自
治
体
と
連
携
し
た
ま
ち

づ
く
り
」
と
い
う
と
、
ガ
ス
事

業
に
直
接
結
び
つ
く
も
の
で
は

な
い
と
思
い
が
ち
だ
が
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
と
ま
ち
づ
く
り
を

一
体
化
さ
せ
て
、
地
域
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
る
越
後
天
然
ガ

ス
の
姿
勢
は
、
地
方
ガ
ス
事
業

者
が
目
指
す
べ
き
一
つ
の
在
り

方
だ
ろ
う
。

　
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
は
、

秋
葉
区
役
所
周
辺
の
程
島
地
区

に
太
陽
光
発
電
と
ガ
ス
コ
ー
ジ

ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

（
熱
電
併
給
）
を
使
っ
て
電
気

と
熱
を
供
給
す
る
、
地
産
地
消

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
）
構
想

と
、
里
地
里
山
に
恵
ま
れ
た
優

れ
た
環
境
を
生
か
し
て
住
み
や

す
い
街
づ
く
り
を
実
現
す
る

「
田
園
型
環
境
都
市
構
想
」
の

具
体
化
が
テ
ー
マ
だ
。

　
田
園
型
環
境
都
市
構
想
は
、

新
潟
市
の
中
心
街
が
沿
海
部
の

浸
水
想
定
地
域
に
あ
る
た
め
、

中
心
街
か
ら
内
陸
に
約

㌔
離

れ
た
秋
葉
区
の
立
地
を
生
か
し

て
災
害
時
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
都

市
と
し
て
機
能
さ
せ
る
考
え
方

が
柱
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
災

害
時
に
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を

継
続
す
る
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド

構
想
は
、
田
園
型
環
境
都
市
構

想
の
重
要
な
要
素
と
な
る
。

　
新
潟
市
は
２
０
２
３
年
度
以

降
の
次
期
総
合
計
画
の
策
定
に

合
わ
せ
、
市
内
全
８
区
も
次
期

「
区
ビ
ジ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
計

画
」
を
策
定
す
る
。
秋
葉
区
は

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
を
、
次

期
区
ビ
ジ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
計

画
の
ベ
ー
ス
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
を
検
討
す
る
。

提
案
活
動
の
集
大
成

　
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
２

本
柱
の
う
ち
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ

ド
構
想
は
、
越
後
天
然
ガ
ス
が

～

年
度
に
新
潟
県
の
補
助

金
を
活
用
し
、
秋
葉
区
の
協
力

で
実
施
し
た
区
役
所
周
辺
の
面

的
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
事
業
調
査

の
成
果
が
ベ
ー
ス
に
な
る
。
同

調
査
で
は
、
程
島
地
区
に
太
陽

光
発
電
施
設
（
出
力
１
３
０
㌔

㍗
）
と
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
計
１
０
０
㌔
㍗
）
、

電
力
自
営
線
、
熱
導
管
網
を
設

置
し
区
役
所
周
辺
の
半
径
２
５

０
㍍
圏
内
の
複
数
の
公
共
施
設

や
民
間
施
設
に
電
気
と
熱
を
供

給
す
る
事
業
の
可
能
性
を
調
査

し
た
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
で
需
要
と
供
給
を
最

適
化
し
て
、
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ

Ｏ
２

）
排
出
量
削
減
と
災
害
に

よ
る
停
電
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
を
実
現
す
る
計
画
で
Ｃ
Ｏ
２

削
減
効
果
と
一
定
の
事
業
性
が

確
認
で
き
た
。

　
も
う
一
つ
の
柱
と
な
る
田
園

型
環
境
都
市
構
想
は

年
度
に

越
後
天
然
ガ
ス
と
関
東
経
済
産

業
局
、
東
京
工
業
大
学
先
進
エ

ネ
ル
ギ
ー
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー

の
研
究
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

内
野
善
之
氏
が
共
同
で
検
討
し

た
構
想
だ
。
そ
の
柱
は
、
新
潟

市
の
中
心
部
か
ら
適
度
に
近

く
、
里
地
里
山
に
恵
ま
れ
た
環

境
を
生
か
し
た
住
み
や
す
い
街

づ
く
り
と
、
災
害
時
に
新
潟
市

中
心
街
の
行
政
機
能
を
秋
葉
区

が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
構
想

だ
。

　
こ
の
構
想
を
も
と
に
区
と
越

後
天
然
ガ
ス
は
昨
年

月
に
地

域
向
け
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
。
こ

れ
を
機
に
、
越
後
天
然
ガ
ス
だ

け
で
な
く
地
元
産
業
界
全
体
で

構
想
を
具
体
化
す
る
機
運
が
高

ま
り
、
新
津
商
工
会
議
所
が
協

議
会
を
設
立
し
、
越
後
天
然
ガ

ス
が
事
務
局
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
今
年
２
月
、
越
後
天

然
ガ
ス
の
小
出
薫
社
長
と
新
津

商
工
会
議
所
の
前
田
正
実
会
頭

（
新
津
清
掃
社
社
長
）
が
、
秋

葉
区
の
夏
目
久
義
区
長
を
訪
問

し
て
検
討
へ
の
参
画
を
依
頼
、

共
同
で
策
定
し
て
い
く
こ
と
を

合
意
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
作
業
開
始
は
遅

れ
た
も
の
の
、
５
月
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
勉
強
会
を
始
め
、

当
初
予
定
通
り
年
度
内
に
報
告

書
を
ま
と
め
る
予
定
だ
。

　１１ ２０２０年（令和２年）９ 月 ２１ 日 （毎週月曜日発行・週刊）（第三種郵便物認可）
　 日本ガス協会のページ １０

　
豪
雨
な
ど
の
災
害
が
激
甚
化
、
頻
発
化
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
都
市
ガ
ス
会
社
は
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
構
築
な
ど
で
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
貢
献
で
き
る
こ
と
が
多
い
。
北
海
道
ガ
ス
は
昨
年
、
道
内
コ
ン
ビ
ニ
チ
ェ
ー
ン
大
手
の
セ
コ
マ
と
、
災
害
対
応
力
強
化
に
関
す
る
相
互
連
携
協
定
を
締
結
。

越
後
天
然
ガ
ス
は
、
新
潟
市
秋
葉
区
、
新
津
商
工
会
議
所
と
協
力
し
、
秋
葉
区
の
災
害
対
応
力
を
高
め
る
「
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
づ
く
り
に
着
手
し
た
。

北海道ガスのプロフィール

▼本社＝北海道札幌市東区

▼設立＝１９１１年▼社長＝大

槻博▼供給区域＝札幌市、

小樽市、函館市、千歳市、

北見市、石狩市、北広島市、

恵庭市、北斗市▼需要家件

数＝ 万３８１９件（２０１９年度。

普及率 ％）▼グループ

会社＝ＬＰガスの供給およ

び販売などの北ガスジェネ

ックス、ガス工事、エネル

ギー設備工事などの北ガス

ジープレックス、検針、Ｏ

Ａ機器の販売などの北ガス

サービスなど。

　
北
海
道
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
と
、
北
海
道
内
で
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
チ
ェ
ー
ン
「セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
」

を
１
０
０
０
店
以
上
展
開
し
て
い
る
セ
コ
マ
（本
社
＝
札
幌
市
）は
昨
年

月
、「災
害
対
応
力
強
化
に
関

す
る
相
互
連
携
協
定
」を
締
結
し
た
。
地
震
な
ど
の
災
害
の
際
、北
海
道
ガ
ス
と
同
社
グ
ル
ー
プ
の
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
会
社
北
ガ
ス
ジ
ェ
ネ
ッ
ク
ス
は
停
電
が
起
き
て
も
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
が
営
業
を
継
続
で
き
る
よ
う

エ
ネ
ル
ギ
ー
面
で
サ
ポ
ー
ト
し
、
セ
コ
マ
は
ガ
ス
の
復
旧
作
業
な
ど
を
行
う
北
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
を
食
料

や
物
資
の
供
給
で
支
え
る
。地
域
の
安
心
・
安
全
を
向
上
さ
せ
る
両
社
の
取
り
組
み
の
詳
細
を
聞
い
た
。

年 月に協定を締結した（左から北海道
ガスの大槻博社長、セコマの丸谷智保会長）

自立発電機能搭載型ＧＨＰを
設置した店舗

北
燦
食
品
は
天
然
ガ
ス
に
燃
料
転
換
し
た

北海道ガス
吉積氏

セコマ
佐々木執行役員

北海道ガス
山口係長

　
北
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
と
セ
コ
マ

の
協
定
の
柱
の
一
つ
が
、
都
市

ガ
ス
供
給
エ
リ
ア
の
コ
ン
ビ
ニ

で
の
災
害
に
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
の
実
証
だ
。
こ
れ
ま

で
道
内
コ
ン
ビ
ニ
で
の
導
入
実

績
が
な
い
自
立
発
電
機
能
搭
載

型
ガ
ス
空
調
（
Ｇ
Ｈ
Ｐ
）
の
導

入
実
証
を
行
う
。
環
境
省
の
補

助
金
を
利
用
し
、
昨
年

月
、

セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
栄
通
２
丁
目

店
（
札
幌
市
白
石
区
）
の
空
調

を
電
気
式
空
調
（
Ｅ
Ｈ
Ｐ
、
５

馬
力
×
２
台
）
か
ら
、
同
Ｇ
Ｈ

Ｐ
（

馬
力
×
１
台
）
に
入
れ

替
え
た
。

　
二
つ
目
は
、
可
搬
式
の
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
小
型
発
電
機
を
使
っ
た
災

害
に
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
構
築
だ
。
セ
コ
マ
が

台
の

発
電
機
を
購
入
し
札
幌
地
区
の

倉
庫
に
保
管
、
災
害
で
停
電
が

起
き
た
店
舗
に
届
け
る
。
セ
イ

コ
ー
マ
ー
ト
は
「
ホ
ッ
ト
シ
ェ

フ
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
で
店
内

調
理
を
行
っ
て
弁
当
、
惣
菜
を

販
売
し
て
お
り
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ボ

ン
ベ
を
設
置
し
て
い
る
店
舗
が

あ
る
。
そ
こ
で
発
電
機
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
「
発
電

機
用
供
給
ボ
ッ
ク
ス
」を
設
置
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
な
い
店
舗

に
は
、
全
道
を
カ
バ
ー
す
る
北

ガ
ス
ジ
ェ
ネ
ッ
ク
ス
が
小
型
ボ

ン
ベ
を
貸
し
出
す
。

　
三
つ
目
は
災
害
時
の
ガ
ス
イ

ン
フ
ラ
の
復
旧
作
業
に
必
要
な

物
資
提
供
だ
。
災
害
時
に
必
要

と
な
る
物
資
リ
ス
ト
か
ら
北
海

道
ガ
ス
が
要
請
し
、
そ
れ
を
セ

コ
マ
が
自
社
流
通
網
の
中
か
ら

届
け
る
形
だ
。
セ
コ
マ
は
、
独

自
に
食
品
製
造
、
物
流
、
小
売

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築

し
て
お
り
、
災
害
時
の
物
資
提

供
協
定
は
自
治
体
（

市
町
村
）

や
自
衛
隊
北
部
方
面
隊
（
総
監

部
＝
札
幌
市
）
、
北
海
道
電
力

な
ど
と
も
締
結
し
て
い
る
。
す

で
に
災
害
時
の
供
給
実
績
も
あ

り
、
こ
の
仕
組
み
で
北
海
道
ガ

ス
の
復
旧
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
。

　
災
害
協
定
の
対
応
を
含
め
セ

コ
マ
を
担
当
す
る
北
海
道
ガ
ス

第
一
営
業
部
都
市
エ
ネ
ル
ギ
ー

グ
ル
ー
プ
法
人
第
三
チ
ー
ム
の

吉
積
賢
太
氏
は
「
当
社
も
独
自

に
災
害
時
の
物
資
・
食
料
の
供

給
ル
ー
ト
を
確
保
し
て
い
る

が
、災
害
が
長
引
く
ケ
ー
ス
や
、

大
規
模
災
害
で
大
人
数
の
日
本

ガ
ス
協
会
応
援
隊
に
来
て
も
ら

う
ケ
ー
ス
な
ど
、
想
定
外
の
事

態
が
起
き
て
も
心
強
い
」
と
す

る
。

　
２
０
１
８
年
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
時
の
大
規
模
停
電
の

際
、
北
海
道
ガ
ス
は
地
震
に
強

い
都
市
ガ
ス
供
給
と
コ
ー
ジ
ェ

ネ
で
、
セ
コ
マ
は
店
舗
の
営
業

継
続
で
、
道
民
の
生
活
を
支
え

た
。
両
者
は
、
災
害
対
応
の
相

互
連
携
協
定
以
前
か
ら
連
携

し
、
強
い
信
頼
関
係
を
結
ん
で

い
る
。

　
一
つ
は

年
か
ら
稼
動
し
て

い
る
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
北
海
道

大
学
店
に
お
け
る
先
進
シ
ス
テ

ム
の
構
築
だ
。
北
大
の
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
公
募
に
応
じ
、
北
海
道

ガ
ス
、
セ
コ
マ
、
同
じ
く
北
海

道
の
住
宅
メ
ー
カ
ー
土
屋
ホ
ー

ム
と
い
う
オ
ー
ル
北
海
道
体
制

で
臨
ん
で
選
定
さ
れ
た
。
高
効

率
発
電
の
業
務
用
固
体
酸
化
物

形
燃
料
電
池
（
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
）
、

人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
を
搭
載
し

た
ガ
ス
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
設
置
し
、
災
害
に
強
く
低
炭

素
化
し
た
店
舗
を
実
証
中
だ
。

　
ま
た
、
昨
年

月
に
は
セ
コ

マ
グ
ル
ー
プ
の
食
品
工
場
の
北

燦
食
品
で
重
油

ボ
イ
ラ
ー
を
都

市
ガ
ス
に
燃
料

転
換
し
た
。
セ

コ
マ
の
佐
々
木

執
行
役
員
は

「
北
海
道
胆
振

東
部
地
震
を
機

に
、
災
害
に
強

い
都
市
ガ
ス
を

採
用
し
た
。
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
な

ど
ラ
ン
ニ
ン
グ

を
含
め
た
コ
ス

ト
面
、
二
酸
化

炭
素
削
減
の
面

で
大
い
に
メ
リ

ッ
ト
が
あ
っ

た
。
北
海
道
ガ
ス
に
は
燃
料
転

換
の
提
案
だ
け
で
な
く
、
導
管

の
延
伸
も
決
断
し
て
も
ら
っ

た
」
と
話
す
。

　
佐
々
木
執
行
役
員
に
、
他
地

域
で
北
海
道
ガ
ス
と
セ
コ
マ
の

よ
う
に
、
ガ
ス
会
社
と
地
場
の

ス
ー
パ
ー
・
コ
ン
ビ
ニ
が
連
携

す
る
場
合
に
重
要
な
こ
と
を
聞

く
と
、
「
最
初
か
ら
全
て
を
可

能
に
し
よ
う
と
し
な
い
こ
と
。

本
当
に
重
要
な
こ
と
だ
け
に
絞

り
、
ま
ず
実
現
す
る
こ
と
」
と

い
う
。
「
北
海
道
ガ
ス
と
の
連

携
協
定
で
も
、
実
は
設
備
へ
の

投
資
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い

が
、
災
害
時
に
連
絡
す
る
キ
ー

マ
ン
の
連
絡
先
リ
ス
ト
を
交
換

し
て
い
る
な
ど
、
い
ざ
と
い
う

時
の
効
果
は
高
い
。
地
域
を
１

社
で
支
え
る
の
は
難
し
い
。
地

域
の
各
社
が
、
得
意
分
野
の
能

力
を
出
し
合
っ
て
支
え
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
北
海
道
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
と
、

セ
コ
マ
が
こ
う
し
た
協
定
を
結

ん
だ
背
景
に
は
２
０
１
８
年
９

月
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
で

起
き
た
全
道
の
大
規
模
停
電

（
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
）が
あ
る
。

同
じ
よ
う
な
停
電
が
冬
に
起
き

た
ら
ど
う
な
る
か
、
と
い
う
危

機
感
が
強
い
。

　
セ
コ
マ
は
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
の
際
、
道
内
１
０
７
７
店

舗
の
う
ち
約
１
０
５
０
店
舗
が

営
業
し
、
店
内
調
理
品
の
あ
る

店
舗
で
は
、
ガ
ス
炊
飯
器
で
た

い
た
お
に
ぎ
り
を
販
売
し
、
本

部
か
ら
届
く
物
資
（
商
品
）
を

供
給
し
続
け
た
。
停
電
下
で
多

く
の
コ
ン
ビ
ニ
チ
ェ
ー
ン
が
休

業
す
る
逆
境
の
中
で
の
難
し
い

対
応
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
で
「
神
対
応
」
と
称

賛
さ
れ
た
。

　
セ
コ
マ
で
災
害
時
対
応
を
担

当
す
る
佐
々
木
威
知
執
行
役
員

広
報
部
部
長
は
、
北
海
道
胆
振

東
部
地
震
の
際
に
多
く
の
店
舗

で
営
業
が
継
続
で
き
た
理
由
に

つ
い
て
、

年
に
自
動
車
バ
ッ

テ
リ
ー
か
ら
給
電
し
て
レ
ジ
を

使
用
可
能
に
す
る
装
置
を
全
店

舗
に
配
備
し
て
い
た
こ
と
、
東

日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま

え
、
店
内
調
理
の
あ
る
店
舗
で

は
災
害
時
に
全
て
の
弁
当
や
惣

菜
の
製
造
を
ス
ト
ッ
プ
し
て
ご

ま
塩
味
の
お
に
ぎ
り
だ
け
を
販

売
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
っ
た

こ
と
、
「
早
く
お
店
を
開
け
な

い
と
お
客
さ
ま
が
困
る
」
と
考

え
本
部
と
連
絡
が
取
れ
な
く
て

も
自
発
的
に
開
店
す
る
多
く
の

従
業
員
が
い
た
こ
と
、
な
ど
と

説
明
す
る
。

　
セ
コ
マ
独
自
の
物
流
網
も
機

能
し
た
。自
社
ブ
ラ
ン
ド
品
は
、

グ
ル
ー
プ
内
の
食
品
工
場
、
倉

庫
、
物
流
会
社
が
活
躍
し
全
道

の
店
舗
に
商
品
を
届
け
た
。
イ

ン
ス
タ
ン
ト
麺
の
よ
う
な
自
社

製
品
以
外
の
も
の
は
、
災
害
時

に
取
引
先
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
茨

城
県
の
セ
コ
マ
の
物
流
拠
点
に

商
品
を
届
け
て
も
ら
う
よ
う
要

請
、
フ
ェ
リ
ー
で
茨
城
か
ら
苫

小
牧
に
運
ん
だ
。

　
セ
コ
マ
は
「
今
後
は
全
道
停

電
を
前
提
に
し
た
備
え
は
不
要

と
考
え
た
が
、
過
去

年
の
災

害
を
振
り
返
る
と
局
所
の
停
電

は
あ
り
得
る
。
停
電
地
域
の
例

え
ば

店
舗
程
度
を
カ
バ
ー
で

き
る
方
策
を
考
え
た
」と
い
う
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
面
は
、
北
海
道
ガ

ス
と
と
も
に
検
討
、
そ
れ
が
協

定
に
つ
な
が
っ
た
。

　
都
市
ガ
ス
エ
リ
ア
で
の
Ｇ
Ｈ

Ｐ
に
つ
い
て
、
協
定
締
結
に
携

わ
っ
た
北
海
道
ガ
ス
の
山
口
拓

真
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
部
エ

ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
グ
ル
ー
プ

係
長
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
方
策
を

検
討
し
た
が
、
自
立
発
電
機
能

搭
載
型
Ｇ
Ｈ
Ｐ
は
、
平
常
時
は

冷
暖
房
と
し
て
活
用
で
き
る

上
、
冬
季
の
停
電
時
で
も
電
気

や
暖
房
が
確
保
で
き
、
発
電
効

率
も
他
の
対
策
候
補
よ
り
高
か

っ
た
」
と
説
明
す
る
。

　
実
は
コ
ン
ビ
ニ
の
空
調
需
要

に
合
っ
た
小
規
模
Ｇ
Ｈ
Ｐ
は
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
に
な
く
、
こ
の
実

証
で
も
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
は
需
要
の
２

倍
の
規
模
だ
。
実
証
で
シ
ス
テ

ム
の
有
効
性
を
検
証
し
、
Ｇ
Ｈ

Ｐ
メ
ー
カ
ー
に
コ
ン
ビ
ニ
に
あ

っ
た
仕
様
の
製
品
を
開
発
し
て

も
ら
う
こ
と
を
、
北
海
道
ガ
ス

も
セ
コ
マ
も
期
待
し
て
い
る
。

　
一
方
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
発
電
機
に

つ
い
て
、
セ
コ
マ
の
考
え
方
は

明
確
だ
。
「冬
季
に
停
電
が
起
き

た
場
合
、
北
海
道
で
は
気
温
が

氷
点
下
に
な
る
。
工
事
現
場
に

あ
る
灯
油
だ
き
の
ジ
ェ
ッ
ト
ヒ

ー
タ
ー
が
あ
れ
ば
、
お
客
さ
ま

に
店
舗
前
な
ど
で
暖
を
取
っ
て

も
ら
え
る
。
ジ
ェ
ッ
ト
ヒ
ー
タ

ー
の
調
達
は
建
機
レ
ン
タ
ル
大

手
の
ア
ク
テ
ィ
オ
グ
ル
ー
プ
で

北
海
道
を
地
盤
に
す
る
共
成
レ

ン
テ
ム
と
今
年
６
月
に
連
携
協

定
を
結
ん
だ
。
起
動
や
運
転
に

電
気
が
必
要
な
の
で
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

発
電
機
で
電
気
を
供
給
す
る
」

（
佐
々
木
執
行
役
員
）と
話
す
。

　
セ
コ
マ
の
佐
々
木
執
行
役
員

に
は
、
同
じ
地
域
密
着
型
企
業

の
北
海
道
ガ
ス
は
災
害
時
に
道

民
が
求
め
る
食
料
、
物
資
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
届
け
、
生
活
環
境

を
守
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
映
る
。

　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
会

社
は
、
１
０
０
％
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
供
給
し
て
当
た
り
前
、
少
し

で
も
止
ま
れ
ば
叱
ら
れ
る
。
常

に
１
０
０
％
を
求
め
ら
れ
、
新

し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
難
し
い
と

思
う
が
、
北
海
道
ガ
ス
の
ど
ん

ど
ん
新
し
い
こ
と
を
取
り
入
れ

て
い
く
企
業
姿
勢
は
見
習
う
べ

き
と
こ
ろ
が
あ
る
。
今
後
も
情

報
交
換
し
な
が
ら
、
と
も
に
成

長
し
た
い
」

　 １０２０２０年（令和２年）９ 月 ２１ 日（毎週月曜日発行・週刊） （第三種郵便物認可）
　日本ガス協会のページ


